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”明⽇にも提案できる”

連携ノウハウと
⾼速開発テンプレートのご紹介
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Angularとは︖ 現場でのWeb Client

システム開発の流れ
エトピリカテンプレート

MSAL連携 LINE連携 AI･IoT連携
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Angularとは︖
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01|Angularとは

HTML

CSS

Java
Script

Angularとは︖(開発時)

ブラウザシステムは

HTML
CSS
JavaScript

で構成されています。
それらをいい感じに構築してくれるフレームワークが

Angularを知らなくてもとりあえず
Magicが動くものを⾃動⽣成してくれます。

Angular

Angular

Magic xpa
Web Client

ブラウザ
表⽰

⽣成

Angularとは︖

⽣成



Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

結局 Web Client って何︖

Web Client

Windows
+

IIS
+

Magic xpa

HTML･javascriptのダウンロード

Chrome
Safari

+
(ただの)javascript

データのやりとり

Angularエンジンみたいなのが
動いている訳ではない

RIAとWeb Client 開発時の違い

01|Angularとは
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Web Clientの開発の流れ
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02|Web Clientの開発の流れWeb Client開発の流れ

要件定義(画⾯設計)
画⾯はHTMLを書かなければいけない。
オンプレやRIAと違ってドラッグ＆ドロップのみで
プロトタイプを作ることは難しい。

おもに
Figma｜フィグマ

を使って画⾯イメージを構築し、エンドユーザーに
確認してもらっています。

Figmaでは後述するBootstrapテンプレートを使⽤し
画⾯を構築。

Figmaは複数⼈による共同開発、確認が可能です。
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02|Web Clientの開発の流れWeb Client開発の流れ

詳細設計
いつも通りでOKですが
Magicの以下の項⽬は で⽇本語は使えません英数字のみ

⽇本語⇔英数字 プログラム名対⽐表を作成しています。

プログラム名

画⾯コントロール名

フォルダ名

画⾯名

⽇本語 英数字
得意先コード TokuiCode
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02|Web Clientの開発の流れ

ロジック部分の変数なんかも英語化してえらい⽬にあいました︔

最強ですMagic Optimizer 

にしてくれて、これだけで数⽇分の仕事が
⼀瞬で終わります。

⽇本語 Google翻訳 英数字

※ソースを変えるのでバックアップはこまめに︕

Web Client開発の流れ

重宝します。

既存システムのリプレイス
⼀部分をWeb Clientにする場合
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02|Web Clientの開発の流れデザイン辞書の作成

処理や画⾯によって使⽤する⾊を変えないように
デザイン⽤の辞書を作成。
SASSに反映させます。

の略で⽇本語に訳すと、
「構造的にすばらしいスタイルシート」

CSSをプログラム的に記述します。
分岐、繰り返しが可能です。

SASSの構築
yntactically wesome tyle heetsSA SS
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02|Web Clientの開発の流れ

処理や画⾯によって使⽤する⾊を変えないように
デザイン⽤の辞書を作成。
SASSに反映させます。

いちばんしっくりきたので・・・。

命名規約がないと

<input class=“takechan5”>

なんてことになりそうです。

SASS構築ルールには を採⽤FLOCSS
SASSの構築

CSS命名規約には を採⽤BEM

Foundation

Layout

Object

SCSSディレクトリ構造

Foundation

Reset.scss

base.scss

Layout

main.scss

header.scss

Object

button.scss
title.scss

Component

Project

Utility

cardbox.scss
profile.scss

margin.scss
text.scss

⼤きな共通部分

次に⼤きな共通部分

使いまわすパーツ

デザイン辞書の作成
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02|Web Clientの開発の流れロジック部分の作成

ロジック部分は流⽯Magic。

ほぼ でいけます︕ 難関はコールとルーティングの違い。RIAと同じ開発⼿法

RIA・オンプレ

ルーティング
Web Client

ロジック 画⾯作成

表⽰
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02|Web Clientの開発の流れデザイン部分の作成

画⾯＝HTML+CSS

画⾯はHTMLとCSSを使ってつくります。
あとはMagic xpaがAngularに準じた
TypeScriptコードを出⼒するので
特にAngularは意識することなく
HTMLやCSSを修正したらアプリの完成︕

外部の企業などにデザインを委託する場合

ホームページ制作会社などタグやCSSまで構築してもらう場合は
作成されたHTMLにMagicのタグを挿⼊する”だけ”で
綺麗なシステムが出来上がります。

簡単!

簡単!



Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Magicians Meeting 2022Web Client Utilization Seminar 
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そんなわけない。
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フロントデザイン + 基本プログラム
= エトピリカテンプレート
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03|エトピリカテンプレート問題点

デザインセンス︖

HTML︖
CSS︖

Angular︖

TypeScript︖

コマンド⼊⼒︖

タスク構造︖ メニューの部分・・・ ログイン認証
複雑
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03|エトピリカテンプレートデザインについての解決

デザインセンスをどうする︖Q

プロのデザイナーが作成した
落ち着いて出しゃばらないデザインを提供いたします。
違うデザインが良い場合はデザイナーを紹介いたします。

A
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03|エトピリカテンプレートデザインについての解決

HTML、CSSの知識をどうする︖Q

基本デザインのHTMLとCSSを準備しました。
Angularを変更しなくてもMagic上からデザインのクラスを
コールできるように改造済み。

A
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03|エトピリカテンプレートAngularが難しそう

Angular︖何それおいしいの︖Q

おいしいです。A

Angular
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03|エトピリカテンプレートなにか拡張したいとき

TypeScript︖覚えなきゃならない︖Q

コピペで済むようにサンプル集をガンガン作りますA
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03|エトピリカテンプレートデザインについての解決

いまさら⿊い画⾯でコマンド⼊⼒するの︖Q

項⽬の配置だけでも我慢してください。A



Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

フィールド設計

プログラム設計

モデル
リポジトリ

プログラム
リポジトリ

データ
リポジトリ

データベース設計

テンプレートなし テンプレートあり

デザイン履修は後からOK
直感操作デザイン実装済み
学習コストが低い
容易にできるカスタマイズ
素早い納品
容易な保守と運⽤

⾼速開発は
そのまま︕

⽣ 成

エトピリカ テンプレート
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03|エトピリカテンプレートプログラム構築についての解決

Web Client⽤にタスク構造考えるのが
もう⾯倒!! Magic難しい !!

Q

サンプルのタスクの形をご提供いたします。
メインテーブルなどを変更いただければそのまま使えます。

またマニュアルも構築中

A
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03|エトピリカテンプレートプログラム構築についての解決

メニューの部分はTypeScriptで作ってるの︖
もう無理︔

Q

こちらもマニュアルやMagicユーザーズフォーラムにて情報提供します。A
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03|エトピリカテンプレートプログラム構築についての解決

ログイン認証複雑。
ログインしていないのにURLいれたら
⼊⼒できるようになってる︔

Q

ログインしていない場合は必ずログインさせたいですよね。
構築済み︕提供いたします。

A
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03|エトピリカテンプレートおさらい) Web Clientの学習コストを引き下げるために

テーブル

必要な部分を
変更や
インポート
しやすいように
設計

プログラム
フォーム

テーブルプログラム
フォーム

データベース データベース



Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

1 レスポンシブデザインのCSSフレームワークにはBootstrapを採⽤いたしました。

2 CSS・SCSSの命名規約には緩くながらFLOCSS、BEMを採⽤いたしました。

3 Magic側から「CSSクラス」を設定することができます。
ここに⾄るまで3年(笑)

ここに⾄るまで1年(笑)

詳 細 必 須決 定

ボタンの⾊ 「必須」表⽰ など

デザインテンプレート
プロのデザイナーにお願いしたデザインのテンプレートです。

エトピリカ テンプレート

03|エトピリカテンプレートおさらい) Web Clientの学習コストを引き下げるために
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プログラムテンプレート
使⽤しているテーブルとフォームの項⽬をコピペして変えれば動く。
プログラムテンプレートをMagic xpaチームで構築しました。 ⼤体のプログラムってパターンがありますよね︖

最初は「デザインのみ」のテンプレートだったんです。
構築している間に思ったんです。

1. マスタなどの単票形式

2. 売上伝票などの伝票形式

3. ヘッダに条件を⼊れて明細を表⽰する⼀覧形式

4. ズームプログラム

5. ファイルダウンロード･ファイルアップロード

6. PDF表⽰

7. ログイン処理

8. 権限設定も可能なメニュープログラム

9. ルーティング設定

他、要望お待ちしております。

エトピリカ テンプレート

03|エトピリカテンプレートおさらい) Web Clientの学習コストを引き下げるために
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Q3。
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Magic xpa Web Client + SmartUX Desginer

「VisualStudio」から「SmartUX Desginer」へ
Magic側では⼊⼒項⽬などを「フォームにおくだけ」
SmartUX側でデザイン構築をおこないます。
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⽇本語化やマニュアル、テンプレート構築などQ3まで頑張ります︔︔

カスタムテンプレートの追加可能 (エトピリカテンプレートの移植︔︔)
SmartUXコンポーネントの新規追加可能 (ダウンロード・アップロードの仕組みも︕︖)

・UXコンポーネント Drag & Dropで画⾯を構築
・属性情報の設定もビジュアル的に

1. ビジュアルデザイン環境

2. コードビューも

・HTML5、TypeScript
CSS( ionic )
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連携事例:MSAL
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04|連携事例:MSALMSAL(Microsoft Authentication Library)
認証を独⾃のシステムではなくMicrosoftの認証を使いたい。
シングルサインオンに対応してほしいなど要望が多数あります。

他には世界的に有名な
okta社の認証を使⽤することもあります。

他のソース解放が先だと思うので︔︔でも興味がありましたら担当営業まで︕

@azure/msal-angular@2.1.2
@azure/msal-browser@2.22.1

使⽤モジュール

ソースは近々
Magicユーザーズフォーラム
にて公開いたしま”せん”。
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連携事例:LINE①
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05|連携事例:LINE①Magicだけでは難しいこと

プッシュ通知機能の実装

ネイティブアプリの常駐

Firebase Cloud Messaging API

PWA
(Progressive Web Apps)

※PWAについて今回詳しくはやりません︔

最近

iOS16等でのWEBプッシュ通知解禁が発表されるとはいえ︔

その他

など
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05|連携事例:LINE①LINE Notify 登録したアカウントからの通知
https://notify-bot.line.me/ja/

Magic xpa POST LINE
Notify

通
知

LINE

Android

iOS

Web Clientのシステムで受注が⼊った時
予約システムでキャンセルが⼊った時
オンプレやRIAのシステムで⾚伝を⼊⼒した時
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連携事例:LINE①LINE Notify LINE側の設定
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05|連携事例:LINE①LINE Notify Magic側の設定

using System;
using System.Text;
using System.Net;
using System.Web;

public static class Snippet
{

public static void func()
{
var token = “LINEで取得したトークン”;

var url = "https://notify-api.line.me/api/notify";
var enc = Encoding.UTF8;

var payload = "message=" + HttpUtility.UrlEncode("マジックソフトウェア・ジャパン ⽵本 靖夫", enc);      

using (var wc = new WebClient())
{

wc.Encoding = enc;
wc.Headers.Add("Content-Type", "application/x-www-form-urlencoded");
wc.Headers.Add("Authorization", "Bearer " + token);
var response = wc.UploadString(url, payload);

}
}

}

Magicユーザーズフォーラム Web Client Tips & Tricks Magic xpaとグループLINEの連携

このころはC#で作っていましたが
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05|連携事例:LINE①LINE Notify 実はHTTPCall⼀⾏で済みます

HTTPCall(ʻPost ,̓ʻhttps://notify-api.line.me/api/notify ,̓ʻmessage=通知内容ʼ,
ʻAuthorization: Bearer トークン','Content-Type: multipart/form-data')

HTTPCallで済む
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連携事例:LINE②
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05|連携事例:LINE②LIFF ①

LINE上で動く
アプリ開発

LIFF
Web Client
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05|連携事例:LINE②

ブラウザアプリ
{ え︖わざわざLINEから起動しなくていいのでは︖︕

LINE Front-end Framework

LINE上で動く
アプリ開発

LIFF
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05|連携事例:LINE②いきなりサンプルデモから
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05|連携事例:LINE②Bot(出勤・退勤・今⽇の売上の部分)

LIFF

Web Client

AI-OCR
ChatGPT

etc

⽂章
写真

位置情報
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05|連携事例:LINE②LINE Front-end Framework

LINEが提供している開発者向けサービスのひとつ

国内でも利⽤者数の多い することで、
多くのユーザーに直接サービスを提供できるようになりました。

LINE上にアプリを展開

何ができるの︖

どんな使われ⽅
してるの︖

今後ますます

需要が⾼まる予想︕
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05|連携事例:LINE②Magic xpa Web Clientと相性がよい

LINEユーザーID

LIFF
LIFFで出来ること Magic xpaで出来ること

LINEのトークルーム上でWebアプリを起動する
トークルームにメッセージを送信する
UXの向上したLINE Botを作成する
特定のユーザー相⼿へメッセージを送信する
ユーザーIDを利⽤しログインの⼿間を省く
ユーザー独⾃の履歴表⽰

システムと関連付け可能

個別通知
条件による通知
データベース連携など



Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

サーバーのスペックもありまして︔

実際のデモに興味があるかたは
お近くの営業担当まで

05|連携事例:LINE②

LINE上で動く
アプリ開発

LIFF
Web Client

LINE Front-end Framework
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連携事例:オンライン決済サービス
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stripe.com 05|連携事例:LINE②



Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

連携事例:地理院地図
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06|AI･IoT連携GPSと地理院地図

株式会社フォルテ FB102 + OCN 4G回線

緯度
経度

Web Client
⼈⼯衛星「みちびき」に対応

バッテリレスなので夏でも安⼼
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06|AI･IoT連携地図の使⽤には料⾦がかかったりしますので地理院地図で。
OpenStreetMapはガンガンいくとキックされるといううわさもあり。

Magic側のソースは近々
Magicユーザーズフォーラム
にて公開いたします。

配送指⽰の効率化
急な依頼・問い合わせがあっても、リアルタイムで⾞両の位置が分かるため、
⾞両の位置をドライバーに確認することなく、配送指⽰を出すことができます。

情報の⾒える化
得意先情報の住所と連携することで地図と
販売管理などの情報を視覚化できます。FB102･Node.JS･Magic xpi連携に興味があるかたは

お近くの営業担当まで

leaflet@1.8.0

使⽤モジュール

Web Client

緯度・経度の情報を
でJSON形式にしたのち

のようにAngular側の関数を呼び出す

DataViewToJSON
CallJS(ʻMapView ,̓BlobANSI変数)
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連携事例:Azure Face API
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06|AI･IoT連携Azure Face API

写真データ(API)

※別途要契約

C#(dll)にて”ほぼ”構築済み。Magic xpaとの連携も可能です。

興味があるかたはお近くの営業担当まで

Web Client

グループ
登録

ユーザー
登録

写真登録 AI処理

結果データ
(“takemoto,0.85” など)
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技術情報:highcharts①
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06|AI･IoT連携Highcharts(折れ線グラフ)

Web Client

グラフの情報を
でJSON形式にしたのち

のようにAngular側の関数を呼び出す

DataViewToJSON
CallJS(ʻhighcharts ,̓BlobANSI変数)

highcharts@ 10.2.0
highcharts-angular@3.0.0

使⽤モジュール

ソースは近々
Magicユーザーズフォーラム
にて公開いたします。



Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

Web Client Utilization Seminar 
2023.01

技術情報:highcharts②
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ソースは近々
Magicユーザーズフォーラム
にて公開いたしま”せん”。

06|AI･IoT連携Highcharts(WBS:作業分解構成図)

なんせソースが中途半端なもので︔でも興味がありましたら担当営業まで︕

Web Client

グラフの情報を
でJSON形式にしたのち

のようにAngular側の関数を呼び出す

DataViewToJSON
CallJS(ʻgantt ,̓BlobANSI変数)

highcharts@ 10.2.0
highcharts-angular@3.0.0

使⽤モジュール

右側の棒の部分のイベントを取ることが可能
イベント範囲の変更のイベントを取ることも可能
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技術情報:WebUSB API
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ソースは近々
Magicユーザーズフォーラム
にて公開いたしま”せん”。

06|AI･IoT連携WebUSB API ①出⼒

なんせ機器の相性問題などもあるので︔でも興味がありましたら担当営業まで︕

ブラウザからローカルUSBポートについている装置を制御するもの。
基本的にドライバーはいらない。

で動く。
Safariは未対応。

動画は

Windows、Mac(Chrome)

”EPSON TM-P20B563”
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ソースは近々
Magicユーザーズフォーラム
にて公開いたしま”せん”。

06|AI･IoT連携WebUSB API ②⼊⼒

なんせ機器の相性問題などもあるので︔でも興味がありましたら担当営業まで︕

ブラウザからローカルUSBポートについている装置を制御するもの。
基本的にドライバーはいらない。

で動く。
Safariは未対応。
Mac+Chromeは動作せず︔

動画は

で を読むところ

Windows

”SONY RC-S380 + Kitaca”
IDm
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ありがとうございました。
疑問点などはフォーラムや担当営業まで︕


